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１．はじめに 

本工事（東京外かく環状道路 大泉ジャンクション

立坑工事）は以下を築造するものである（図-1）。 
 東京外かく環状道路シールドトンネル（北行、南

行の 2 本）の大泉側発進立坑 
 既存外かく環状道路、関越自動車道と本線トンネ

ルとを結ぶランプの一部 

 
図-1 位置図 

 

２．施工条件 

本工事は、外かく環状道路と関越自動車道の大泉ジ

ャンクションにおいて、本線とランプに囲まれた狭隘

な場所での工事となる。立坑用地の東寄りを供用中のD
ランプが縦断しており、西側、東側にもそれぞれ F 、
H ランプが並行している（図-2）。 
地盤は関東ローム層等を表層に、その下部に武蔵野

礫層、江戸川層（礫・砂層主体）で構成される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-2 平面図 

３．発進立坑 

シールドトンネル発進立坑は、延長 78m×幅 46m×

深さ 9m～23m である。土留め壁は等厚式ソイルモル

タル壁、壁厚は 850mm、1,200mm の 2 種類で、芯材

は H700×300、H900×300 をいずれも 500mm 間隔で

配置している。土留め支保工は内部でのシールド工事 
 
 

の施工性、近接する既設ランプへの影響に配慮し、グ

ラウンドアンカー形式（3 段～10 段）としている（図

-3）。シールド発進部は、切削可能な FFU(Fiber 
reinforced Foamed Urethane)を土留め壁の芯材に使

用し、発進防護として高圧噴射攪拌工法を用いて土留

め壁背面に地盤改良を施している。 
 
 
 
 
 
 

図-3 発進立坑 

４．仮設Ｄランプ橋 

立坑及びシールドの施工中にも、各ランプを供用す

る必要があり、特に D ランプは外環から関越への通行

量の多い路線であるため、2 車線を確保する必要がある。

現状の H ランプを 2 車線化したうちの 1 車線と、立坑

エリア中央に仮設橋（1 車線）を設けて 2 車線の D ラ

ンプを確保する（図-4）。 
仮設 D ランプ橋は施工性に配慮し、鋼管杭を基礎と

する鋼桁構造に、床版・壁高欄を一体化したプレキャ

スト構造を採用している（図-5）。 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-4 Ｄ・Ｈランプ（切廻し後） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

図-5 仮設Ｄランプ橋 
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５．門型クレーン 

シールドマシン部材投入、組立等は、門型クレーン

を用いることとした（図-6）。門型クレーンの稼働範囲

は立坑部・開削部の他、その前後に位置する発進防護

部、既設 U 型擁壁部にわたる。 
 

 

図-6 門型クレーン 

 

5.1 門型クレーン支持構造 

立坑の中央に仮設 D ランプ橋が存在し、その両脇で

各々のシールド工事を行うため、門型クレーンの支持

構造は、中央に配置した「門型クレーン構台」と、土

留め壁等を利用した「門型クレーン基礎」にて構成す

る（図-7,8,9）。なお、シールド発進後には門型クレー

ンを撤去し、防音ハウスを設置するが、これらの支持

構造は防音ハウスの支持構造に転用する。 
 

5.2 門型クレーン構台 

門型クレーンのレールは仮設 D ランプ橋よりも上

方に設置するため、門型クレーン構台は仮設 D ラン

プ橋を囲んだ形で、鋼製部材にて構成する。D ラン

プの建築限界を確保する必要があり、構台支柱の上下

方向スパンは大きくなる。 
門型クレーン構台の基礎は、発進防護部、立坑部・

開削部は直接基礎、既設 U 型擁壁部は擁壁底版上に

鋼材のベースプレートをあと施工アンカーにて定着

する。立坑部・開削部支柱の下部はプレボーリングに

よる杭として施工し、床付け後に基礎コンクリートに

より根巻する形状とする（図-8）。 
 

5.3 門型クレーン基礎 

土留め壁側には門型クレーン基礎を設置する。ここ

では、南行側の基礎について述べる。基礎の構造とし

て、発進防護部は直接基礎、立坑部・開削部は土留め

壁天端に構築したコーピングコンクリートと鋼材によ

る架台、既設 U 型擁壁部は既設躯体にあと施工アンカ

ーにより定着した鉄筋コンクリート基礎とする。 

 

図-7 発進防護部 

図-8 立坑部・開削部 

 

図-9 既設 U型擁壁部 

 

６．まとめ 

昨年 11 月に D ランプの切替えを終え、供用中のラン

プに近接する比較的狭隘な施工場所で、現在鋭意施工

中である。後稿にて門型クレーン構台、門型クレーン

基礎についてそれぞれ詳述する。 
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